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技術相談 

提供可能技術： 

・液体サイクロンに関すること 

・ 

・ 

 

 

研究内容： 液体サイクロンを用いた VAWP 装置の開発 

 

地球温暖化ガスやフロンガス等のガス分解技術の中に VAWP装置がある。VAWP装置とは，垂直に形成した

円筒状の水壁内に大気圧下でアーク放電によるプラズマを発生させ，ガスの分解を行う装置である。この装置

は，ガスの分解により生じる生成物を水に吸収させプラズマから隔離できるなどの特徴があるが，分解の際に

生じた生成物を吸収することにより難溶性の固形物が形成され，その固形物の分離・捕集には時間がかかると

ともに，大量の廃液処理を行う場合には，非常に大きな設備が必要となる。 

一方，液体内に混入している個体物の分離・捕集には，液体サイクロン（図１）が多く利用されている。液体

サイクロンは，流体が内部で旋回することによって生じる遠心効果を利用して液体中の粒子の分離・捕集を行

う装置である。また，液体サイクロン内部の流動状態として，中心部に気柱が形成されるという特徴がある。こ

の気柱は VAWP装置において形成する垂直な円筒状の水壁と同じような状態となることから，液体サイクロン

を VAWP装置として利用することができれば，ガス分解の際に形成される固形物を効率よく分離・捕集でき，

さらに装置の小型化が期待できる。 

これまで，従来の液体サイクロンに形成される気柱内においてアーク放電が可能であることは確認している。

しかしながら，一般的なアーク放電は電極間で弧を描くように放電するが，気柱内放電では螺旋となる（図２）

など，気柱内の流動状態が放電に与える影響は大きいと考えられる。そこで本研究では，形成する気柱内の CFD

による流動解析（図３）と、実験による放電特性を評価するとともに，性能向上に向けた研究を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

図１ 液体サイクロン 

図２ 気柱内での放電実験 

図３ 流動解析（シミュレーション） 
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